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回覧 

幼 児 に さ ま ざ ま な 運 動 を 体 験

し て も ら お う と，試 行 的 に 市 立

の 幼 稚 園 お よ び 認 定 こ ど も 園 に

鹿 嶋 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 を 派 遣

しています。  

子どもの体力・運動能力向上に

は，幼 児 期 か ら 子 ど も た ち の

「や り た い」，「や っ て み た

い」と い う 意 欲 を 大 切 に し な が

ら，体 を 動 か す こ と が 大 好 き な

子 ど も に 育 て る こ と が 重 要 で

す。生 涯 に わ た っ て 健 康 を 維 持

し，何 事 に も 意 欲 的 に 活 動 す る

基盤づくりにもつながります。  

10 月 12 日（木）に は ま な す

幼 稚 園 へ，10 月 18 日（水）に

は 波 野 幼 稚 園 へ ス ポ ー ツ 推 進 委

員 を 派 遣 し，床 に 置 い た 的 に

ボ ー ル を 投 げ る「ボ ッ チ ャ」

や，「ラ イ ン 鬼」な ど の 鬼 ご っ

こを行いました。  

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 や 市 職 員 が

ル ー ル を 説 明 し た あ と，園 児 た

ち は ボ ー ル を 投 げ た り 園 庭 を 走

り 回 る な ど，笑 顔 い っ ぱ い で 運

動を楽しんでいました。  

ボッチャ(波野幼稚園） 

推進委員を 

幼児教育施設に派遣します 

今後の派遣予定  

高松幼稚園     12月12日（火）  三笠幼稚園      １月18日（木）  

平井認定こども園   ２月15日（木）   

 鹿 嶋 市 で は ，令和 6年 4

月から一層の学力向上等

を目的 と し て， 2学期制に

移行 し た いと 考 え て い ま

す 。  

 現 在 ， 県 内 で は 半 数 を

超 え る 2 3 市 町 村 が 2 学 期

制 を 取 り 入 れ て い ま す 。  

 詳 細 は ， 方 針 の 決 定 後

に お 知 ら せ し ま す 。  

 市民の皆さんに気軽にスポーツに親しみ運動習慣を身に付ける

きっかけづくりとして，10月の１カ月間に開催されたオクトー

バーラン＆ウォーク2023にエントリーしました。  

 皆 さ んの ご 協 力の も と，「ウ ォー ク の部」で総 歩 数 3,000 万

歩を上回る結果となり，過去最高の10位という成績を残すこと

ができました。  

 今後も，市民の皆さんが運動やスポーツに取り組む機会を充実

させ，楽しみながら健康を維持・改善できる環境づくりを進めて

いきます。  

オクトーバーラン＆ウォーク２０２３ 

鹿嶋市がウォークの部で総歩数全国第10位に！ 

★ オ ク ト ー バ ー ラ ン ＆ ウ ォ ー ク と は  

各 市 区 町 村 単 位 で チ ー ム と な り ， 期 間 中 ， 利 用 者 が ア プ リ を 活 用 し て チ ー ム の 合

計 歩 数 を ラ ン キ ン グ 形 式 で 競 う オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト で す 。  

小中学校の 

２学期制について 

 

https://city.kashima.ibaraki.jp/site/kyoiku/3448.html
https://city.kashima.ibaraki.jp/site/kyoiku/3448.html


鹿島中ふるさと納税返礼品考案授業は，鹿

島中学校１年生が，ふるさとである鹿嶋市の

強みや資源，課題を学び，市のふるさと納税

担当者や市内のふるさと納税返礼品関係事業

者と連携しながら，１年間を通して鹿嶋市の

「ふ る さと 納 税 返礼品」を考 案 する 授 業で

す。  

中学生は1 0人程度で１つの班となり，アン

トラーズ，体験，サツマイモ，お菓子，その

他の５つのテーマから班ごとに市のことを調

査し返礼品を考案します。考えた返礼品のア

イディアは，最終的に市のふるさと納税担当

者や市内の返礼品関係事業者にプレゼンを行

い，実際の商品化を目指していきます。  

1 0月 1 9日（木）に鹿島中学校で中間発表

会を行い，６月から 9月にかけて中学生たち

が調査し考えたアイディアを班ごとに発表し

ました。  

中間発表会では一部の市内返礼品関係事業

者などに参加していただき，中学生たちが考

えた案に対して，商品化するための魅力づく

り，継続性の視点からアドバイスや発表に関

する感想などをいただきました。  

中学生たちは今後，アドバイスなどを参考

に，さらに良い商品にするための研究を進め

ていきます。最終報告会に向けて中学生たち

がアイディアをどのようにアップデートする

か，とても楽しみです。  

 鹿嶋市では，市内中学生が，留学生との交

流を通して，関心のある事柄について簡単な

語句や文を用いて即興で伝えあうことができ

るようになることを目的として，英語交流授

業を実施しています。  

 その一環として，1 0月 1 2日（木）に高松

中学校の 2年生と，鹿島学園に短期留学中の

オーストラリアからの高校生 8名に加え，同

校に3年間通うベトナムや韓国などの留学生4

名が交流しました。  

 ま ず は 自 己 紹 介 か ら 始 ま

り，鹿嶋市やオーストラリア

の文化について質問を交えな

がら話し合いました。  

 高松中学校の生徒はノートパソコンを活用

して地元のサッカーチームである鹿島アント

ラーズなどを紹介しました。  

 最初は多くの生徒たちに緊張している姿が

見られましたが，言葉が通じ合っていくうち

に 緊 張 が 解

け，お 互 い が

笑 顔 で 会 話 を

す る こ と が で

きました。  

考案授業 

鹿嶋市留学生 

英語交流授業 

サイン入りサッ

カーボール，サッ

カー用オリジナル

スパイク，スタジ

アムグルメセット 

祭頭祭の体験，絵

柄入りハマグリの

貝がら，花火大会

の特等席セット，

サーフィン講習会 

サツマイモ食べ比

べセット、スイー

トポテト、芋焼酎

や干し芋などのお

いもセット 

メロンとジェラー

トセット，オリジ

ナルお団子セッ

ト，オリジナルわ

らび餅セット 

海鮮パエリア、練

り切り和菓子、鹿

嶋市のまち並みミ

ニチュア，鹿の角

キーホルダー 



 「アントラーズ

食育派遣事業」は

ホームタウン５市

と鹿島アントラー

ズ に よ る 事 業 で

す。 

 これは，両者で連携して国が推進する「食

育」事業に取り組み，子どもたちの成長に必

要な「食事・睡眠・運動」の大切さを学んで

もらうことを目的に実施しています。  

鹿嶋市では９月５日（火）に中野東小学校

で 行 わ れ，「運 動」で は ア ン ト ラ ー ズ の ス

タッフの指導のもと，児童は体育館でサッ

カーボールを使用し，さまざまな体勢から

ボールの手渡しをしたり，手や足を使用した

パスの練習やコーン

を立ててドリブルの練習を行いました。  

サッカーが得意な子，得意でない子も共に

元気よく楽しそうに体を動かしていました。  

 教室では，スポーツ栄養士から「食事」や

「睡眠」の重要性 につ いて教わ りました。

「毎日３食，６種類（主食，主菜，副菜，汁

物，果物，乳製品）をバランスよく食べるこ

とで健康な体作りができ，毎日決められた時

間に寝て起きることにより頭がすっきりし

て，勉

強 に集

中 する

こ とが

で きま

 常磐大学学長の富田敬子さん

を 招 い た 講 演 会 が 1 0 月 1 0 日

（火）鹿島小学校で，開かれま

した。  

 富田さんは学生時代にスリラ

ンカ出身の農業研修生に出会っ

たことをきっかけに海外に興味

を持ち，スリランカでのホーム

ス テ イ を は じ め，ア メ リ カ の

ジョージタウン大学に留学。卒

業後は国連に3 0年間勤務しまし

た。  

 「グ ロ ー バ ル に！ロ ー カ ル

に！～2 1世紀を翔るみなさんへ

のメッセージ～」と題した今回

の講演で富田さんは「日本人は

リーダーシップを発揮すること

が苦手で発言力が弱いが，しっ

かりと意見を聞くことができ，

他 の 人 た ち と う ま く コ ミ ュ ニ

ケーションが取れるため，今後

の 日 本 は 自 分 の 考 え を 持 っ た

り，考えたことをきちんと発言

する力が必要」とこれまでの経

験から話しました。  

 また，富田さんは日本へ戻っ

た際に茨城県の魅力を再発見し

常磐大学学長 富田敬子さ

～21世紀を翔
か け

るみなさんへのメッセージ～ 

常磐大学学長 富田敬子さんによる講演会 

アントラーズ キャラバン 



 地 元 の 農 産 物 を 子 ど も た ち に 味 わ っ て も ら

い，JA グ ル ー プ が 推 進 す る「国 消 国 産」に つ

な げ よ う と，Ｊ Ａ な め が た し お さ い 農 業 協 同

組合 か ら鹿 嶋 市産 の 特 別栽 培 米と 野 菜が 10 月

24日（火）に寄贈されました。  

 寄 贈 さ れ た お 米 と 野 菜 は ， 市 内 の 公 立 幼 稚

園 ・ 小 中 学 校 と 県 立 鹿 島 高 等 学 校 附 属 中 学 校

に お い て 1 2 月 1 9 日 （ 火 ） の 給 食 で 提 供 さ

れ る 予 定 で す 。  

  【寄贈された食材】 

 コシヒカリ 540kg 

 チンゲン菜 58kg 

 ピーマン 116kg 

 長ネギ 31kg 

 地 域 の 将 来 を 担 う 子 ど も

た ち の 安 全 を 守 る こ と を 目

的 に ， 関 東 鉄 道 株 式 会 社 か

ら ９ 月 1 3 日 （ 水 ） に 反 射

材 が 寄 贈 さ れ ま し た 。 同 社

の 創 立 1 0 0 周 年 記 念 事 業

の 一 環 と し て 実 施 さ れ て い ま す 。  

 反 射 材 の 裏 面 に は Q R コ ー ド が 印 字 さ れ て

お り ， ス マ ー ト フ ォ ン な ど で 読 み 取 る と ，

警 察 や 消 防 な ど の 連 絡 先 が 一 覧 で 掲 載 さ れ

て い る ウ ェ ブ サ イ ト に ア ク セ ス で き ， い ざ

と い う 時 の 緊 急 連 絡 ツ ー ル と し て も 活 用 可

能 で す 。  

 い た だ い た 反 射 材 は ， 市 内 の 小 学 １ 年 生

に 配 布 し ま し た 。  

交通安全グッズ「反射材」が寄贈されました 鹿嶋市産のお米と野菜が寄贈されました 

 １２月１９日（火）の献立 

  ごはん  牛乳 

  揚げぎょうざ 

  チンジャオロースー 

  えび団子スープ 
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古
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に
眠
っ
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い
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宝
物
―
鹿

嶋
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催
し
ま
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企
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金

メ
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メ
ッ
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の
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さ
れ
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が
出
土
し
て
い
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す
。
メ
ッ

キ
は
鍍
金
（
め
っ
き
・
と
き
ん
）

と
も
言
い
、
金
属
や
樹
脂
の
表
面

に
素
材
と
は
異
な
っ
た
種
類
の
金

属
の
薄
い
膜
を
形
成
す
る
方
法
で

す
。
既
に
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い
技
術
を
持
っ
た
金

工
・
鍍
金
の
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門
集
団
が
権
力
者

の
下
で
働
い
て
い
た
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
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桜
山
古
墳
の
石
棺
か
ら
は
埋
葬

さ
れ
た
人
が
身
に
着
け
て
い
た
装

身
具
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
勾

玉
（
ま
が
た
ま
）
は
長
さ
２
．
８

～ 

４
．
０
５
㎝
、
ガ
ラ
ス
玉
は

４
．
６ 

㎜
～ 

６
．
０
㎜
と
，
と

て
も
小
さ
い
も
の
で
す
。
首
飾
り

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

メ ッ キ の 耳 環
み み わ

 

大 塚 古 墳 ( 宮 中 野 ) 出

メ ノ ウ 製 勾 玉
ま が た ま

と ガ ラ ス 製 丸 玉  

桜 山 古 墳 ( 木 滝 ) 出 土  

企

画

展

の

内

容

を

ま

と

め

た

動

画

を
、Y

o
u

t
u

b
e

「
鹿

嶋

市

ど

き

ど

き

チ

ャ

ン

ネ

ル
」

で

配

信

し

て

い

ま

す
。
他

に

ど

ん

な

宝
物
が
あ
っ
た
の

か
、
岩

偶

の
『
く

り

や
っ

ほ

ー
』
と

一
緒
に
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
！ 

ありがとうございました  

▲寄贈された反射材 


